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今
年
度
の
生
涯
学
習
県
民
大
学
講
座
も
、
12
月
６
日
に
天

城
町
で
実
施
す
る
２
講
座
で
す
べ
て
終
了
で
す
。
全
26
講
座

の
う
ち
、
現
代
的
な
課
題
解
決
に
関
す
る
、
特
色
あ
る
２
つ

の
講
座
の
概
要
と
受
講
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
身
近

に
存
在
す
る｢

薬｣

が
ど
の
よ
う

な
形
・
性
質
を
持
ち
ど
の
よ
う

に
作
用
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
意
外
に
も
知
ら

な
い
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
買
え

る
薬(

大
衆
薬)

や
サ
プ
リ
メ
ン

ト
の
こ
と
、
自
身
の
健
康
や
病

気
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
分
か
り
や
す
く
話
し
て
い

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
る
国
で
す
。
鹿
児
島
在
住
６

年
の
講
師
が
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史

や
文
化
、
日
本
と
の
共
通
点
・

相
違
点
な
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
の
こ

と
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

■
と
て
も
分
か
り
や
す
く
面

白
く
、
薬
の
話
が
よ
く
分

か
っ
た
。
健
康
寿
命
の
話
を

も
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
。

■
身
近
な｢

薬｣

の
テ
ー
マ
で
、

と
て
も
興
味
深
く
、
内
容
も

面
白
か
っ
た
。

■
肝
臓
、
腎
臓
が
重
要
な
臓

器
で
あ
る
と
い
う
話
が
印
象

に
残
っ
た
。

■
薬
の
話
だ
け
で
な
く
、
元

気
で
長
生
き
す
る
ポ
イ
ン
ト

も
教
え
て
い
た
だ
き
、
勉
強

に
な
っ
た
。

■
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、

薬
に
興
味
が
持
て
た
。
筋
肉

と
骨
。
意
識
し
ま
～
す
！

■
時
間
が
少
し
足
り
な
い
く

ら
い
で
、
も
っ
と
深
く
知
り

た
い
と
思
っ
た
。
「
百
寿
者

に
な
る
た
め
の
条
件
」
を
心

掛
け
た
い
。

■
ベ
ト
ナ
ム
は
、
人
口
・
地

形
な
ど
日
本
が
似
て
い
る
部

分
が
た
く
さ
ん
あ
る
中
で
、

中
国
文
化
や
植
民
地
時
代
の

フ
ラ
ン
ス
文
化
の
影
響
も
た

く
さ
ん
受
け
て
い
る
不
思
議

な
国
だ
と
思
っ
た
。

■
ベ
ト
ナ
ム
の

こ
と
を
よ
く
説

明
し
て
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
一
度

行
っ
て
み
た
い

と
思
っ
た
。

■
ベ
ト
ナ
ム
の
方
と
一
緒
に

仕
事
を
し
て
い
る
が
、
言
葉
、

意
思
疎
通
が
難
し
く
少
し
で

も
ベ
ト
ナ
ム
に

つ
い
て
知
り
た

い
と
思
っ
て
参

加
し
た
。
次
回

は
ぜ
ひ
言
葉
も

教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

■
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来
ら
れ
た

方
が
さ
つ
ま
町
内
に
住
ん
で

お
り
、
お
会
い
す
る
こ
と
も

あ
る
と
思
う
の
で
大
変
参
考

に
な
っ
た
。

日
本
か
ら
直
線
距
離
で
約
３

千
６
百
㎞
に
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
は
、

ア
ジ
ア
の
中
で
も

急
成
長
し
て

生涯学習に関する活動をして
いる団体･個人が対象です。
詳細は，学習推進係(099-221-
6604)へ

第１回 令和２年６月９日(火)～21日(日)
第２回 令和２年12月15日(火)～27日(日)
第３回 令和３年２月９日(火)～21日(日)

申請時に，希望
する回を選んで
ください。

[

講
師]

熊
本
大
学
大
学
院

生
命
科
学
研
究
部

准
教
授

[

講
師]

社
団
法
人

鹿
児
島
県
日
越
友
好
協
会

副
会
長

県民交流センター内の、県民の皆様に学習機会を提
供する様々な機関等の紹介、第３回は、｢公益財団法
人 県国際交流協会｣(東棟１Ｆ)からの情報提供です。

当協会は，地域レベルの国際交流や，国
際理解を深め，国際性豊かな地域社会づく
りを進めるため，各種事業を実施していま
す。その中で，県民の皆様が気軽に参加で
きる４つの講座を紹介します。

(※語学教室ではありません)

県の国際交流員が出身国の言語で話し，
出身国の文化等の紹介をします。

(会場は当協会の会議室)

外国の文化等に興味のある方や外国人同
士のお友達を増やし，また鹿児島での生活
をよりエンジョイしたい方は参加してみま
せんか。お待ちしています。

※講師の都合により，休講になる場合もありま
す。御了承ください。

○お問合せは，｢099-221-6620｣へ

(会場は当協会の会議室)

日本語会話のスキルアップと外国人同士
のネットワークづくりをお手伝いします。

月２回(木)開催……
11月，12月の開催…
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10月27日(日)，県内の若手経営者等と塾生が直接交流
する｢交流会｣をかごしま県民交流センターで実施しまし
た。今回，講師として発表や指導をしてくださったのは

｢ ｣(アピール代表)
｢ ｣(株式会社Climbest代表取締役)
｢ ｣(合同会社美山商店代表)
｢ ｣(NPO法人くすの木自然館専務理事)

の４人の方々です。(当日の発表順)

鹿児島のリーダーを目指して学んでいる塾生たちは，講
師４人それぞれの，経営者としての理念や将来へのビジョ
ンなど実践や経験に基づいた
講話，塾生との交流やグルー
プワーク時の助言等から，多
くの示唆をいただき，リーダ
ーとしてあるべき姿を具体的
に学ぶことができました。

講座や研修会でのプレゼン資料や配布資料，広報
紙作成や地域の方々からの相談への回答など，生涯
学習では，多岐にわたって様々な情報を利用します。
情報にはそれを創作した人があり，中には
として保護されているものがあります。生涯学習を
推進する上では，利用する情報を「著作権」の観点
で正しく捉え，適切な方法で利用していくことが求
められます。⭧

⭨「著作権」は，知的財産権の一つとして，国際
ルールに基づいていくつかの権利で構成されており，
それぞれを正しく理解することがとても大切です。
(上図)

現在，著作物等の知的財産を重視していく方向で
制度の見直しが進んでおり，著作権法は毎年のよう
に改正されています。今回は， 及び
その について紹介します。

著作権（財産権）

著作者の権利（著作権）

実演家等の権利

には，他者から精神的に傷つけられないよ
うにするための と，経済的に損をしないよう
にするための があります。(下図)いずれの
権利も，権利を得るための手続は一切必要なく，著作物が創
作された時点で自動的に付与されます。(無方式主義)

は譲渡又は相続することができませんが，
は一部又は全部の権利を譲渡したり相続す

ることができます。そのため，著作者と著作権者が異なるこ
ともあることから，著作物の利用に関して契約等を行う場合
には，誰の了承を得るか注意が必要です。

著作者の権利
(著作権)

公表権，氏名表示権，同一性保持権

著作者人格権

著作権（財産権）

複製権，上演権・演奏権，上映権
公衆送信権，公の伝達権，口述権
展示権，譲渡権，貸与権，頒布権
二次的著作物の創作権
二次的著作物の利用権

著作権法では，著作者等の権利を保
護することが大切である一方，一定期
間が経過した著作物等については，そ
の権利を消滅させることにより，社会
全体の共有財産として自由に利用でき
るようにするための が設け
られています。

の保護期間

の保護期間

保護期間

この記事は｢
(文化庁著作権課発行)｣を参

考に作成しました。
文化庁のＨＰには，著作権の様々な問題への

対応も紹介されていますので，アクセスしてみ
てください。

著作者人格権

著作者人格権

著作者の「生存している期間」

著作権（財産権）

原則として，著作者が著作物を創
作したときから著作者の「

」 「 (死亡

した翌年の1月1日から起算)｣

最前列，中央の４人が今回の講師

著作者の権利

著作権やこの記事に

関する御質問・お問い

合わせは，学習情報係

( 099-221-6606）へ

○ 自主グループ作品発表
(ビデオ,デジタル)

○ 講評及び講話
外部講師

全３日間の講座です。

講

師

金 子 満 氏
東川 隆太郎 氏

江 並 智 子 氏
ほか


